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研究トピックス： 

第二言語習得研究に基づいた効果的な外国語学習方法 
研究の要旨： 

第二言語習得研究（Second Language Acquisition）とは、母語でない言語を人間がどのように学習する

かということについて、そのプロセスやメカニズムを研究する学問領域のことです。応用言語学の一分野ですが、心理

学、教育学、脳科学とも関連の深い学際的な研究分野です。日本では多くの人が英語を学んでいます。しかし、英

語に対して苦手意識を持っている人が多いのが現実です。この理由の一つに日本語と英語の言語差が挙げられま

す。以下のグラフ（https://toraiz.jp/english-times/business-english/3062/）は、英語母語話者がフ

ランス語、ドイツ語、スワヒリ語、ギリシャ語、そして日本語を習得するために必要とされる学習時間を示しています。 

英語母語話者にとって日本語は習得する

ために莫大な時間がかかることが分かります。

視点を変えて考えると、日本語を母語とする

我々にとって英語は習得が難しい言語である

ということが言えます。残念ですがこの事実は

変えることができません。 

しかし、第二言語習得研究によって明らか

にされた知見を取り入れることによって、効率

良く英語を学習することは可能です。英語を

習得する上で、文法と語彙が重要であること

を否定する人はいません。しかし、理解可能なインプットに触れる機会、インタラクション及びアウトプット活動に従事す

る機会がなければ、英語をコミュニケーションのために用いる能力は育まれません。動機づけも学習成果に大きな影

響を与えます。学習者の英語コミュニケーション能力の向上をもたらす要因を明らかにする研究に取り組んでいます。 
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